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これらの結果から、頚動脈小体主細胞で合成さ
れる5-HTは化学受容活性の増強に関与している
ことが示唆される。また、頚動脈小体内に分布す
るTPH-1、SERT陽性の神経線維は、前頚神経節
から入力していることが考えられる。
本研究は国士舘大学体育学部体育研究所・平成
29年度研究助成ならびに、一部は日本学術振興
会・平成 29年度科学研究費（基盤研究 C）助成
により行なわれた。
図２　ラット頚動脈小体における5-HT、TPH-1およびSERTの免疫組織化学
　　　➡：化学受容細胞、▼：肥満細胞
図１　 ラット頚動脈小体におけるRT-PCR法による分析. a：TPH1（349）、b：
TPH2、c：18S rRNA（118）、d：H2O、e：SERT（403）、f：18S rRNA、
G：H2O
